










 

HMG-HCG 療法は,視床下部性,下垂体性無月経,あるいは PCO による排卵障害婦人に対して,

排卵率,妊娠率ともに良好な成績を示すものの,これに伴い,卵巣過剰刺激症候群や多胎妊

娠の発生が多いことは,臨床上の大きな問題の一つである。 

 そこで,今回は,HMG-HCG 療法の結果,妊娠した症例のうち,超音波断層法で,卵胞発育を

観察し得た症例につき,卵胞発育の状態,卵巣過剰刺激症候群の有無,妊娠の予後さらに,多

胎妊娠発生との関係につき分析し,超音波断層法による卵胞発育の観察により,多発排卵を

防ぎ,多胎妊娠を予防し得る HMG-HCG の投与法があるかどうかにつき検討を加えた。 


